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研究成果の概要（和文）：本研究では 18～19 世紀英米文化交流の実証的な調査を通して「蓋然

性」という鍵語の重要性を再発見し、従来前提とされてきた言説移行の歴史に対しあらたな見

方を提示することとなった。 

 
研究成果の概要（英文）：We investigated various aspects of transatlantic relationship with a 

special focus on literature in the eighteenth and nineteenth centuries.  One of our 

achievements was to reassess the idea of ‘probability’ to remap the history of literary 

discourse during the period in question. 
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１．研究開始当初の背景 

1)イギリス産業革命の発展期の２世紀間は、
植民地アメリカが拡大し、独立をはさんで
おなじく産業化社会としての相貌をあらわ
す期間でもあり、小説類や雑誌などの活字
文化の隆盛・定着期にも重なっている。こ
の間の両国間の文化的交流は、ごく大雑把
にはアメリカにおけるイギリス文化の一方
的輸入から相対的独立への過程として、あ
るいはイギリスにおける新しいアメリカ人
への評価の向上の過程として、従来から理
解され、議論されてきたが、こうした従来
の理解は、しばしば両国の雑誌出版や書籍
輸入についての実証的で詳細な研究を欠き、
また文化交流の階級的な多様性を看過しが

ちであった結果、重要な諸側面を取り逃し
た、一面的な説明に堕するきらいがあった。
それら重要な諸側面とは、本研究の視野の
範囲で言えば、第一にこの期間には意外に
多くの作家や思想家が両国の雑誌に寄稿し
ており、両国がつねに緊密な文化的構造関
係を形成していたと考えられること。第二
に、国際著作権法が成立していなかった両
国間において、いわば海賊版文化が形成さ
れ、大衆小説などの厖大な相互交通が両国
の文化それぞれに大きな影響力を持ったと
考えられること。たとえば１９世紀アメリ
カでもっとも信頼される出版社の一つとな
ったハーパーズ社も、海賊版の大流行によ
ってその財政的基礎を築いたと言われる。 
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2)その結果第三に、ベンジャミン・フラン
クリンなどの有名人だけではなく、スピリ
チュアリズムの霊媒師などがアメリカから
イギリスに渡って歓迎され、大衆レベルで
の国境を越えた文化現象を現出したと考え
られ、また同時に、イギリス作家のアメリ
カ講演旅行やシェイクスピア劇団のアメリ
カ公演など、イギリスからアメリカへの文
化文物の輸入についても、従来個別的、エ
ピソード的に扱われていた限界を越えて、
密接に関わりあう文化事象として構造的に
考察する必要があること。このように複雑
に絡み合った諸事情の結果、ほんの一例を
挙げるなら、アメリカにおいてウォルタ
ー・スコットやチャールズ・ディケンズが
それぞれの時代において、アメリカでもっ
とも重要な作家だと考える批評家や出版者
が数多く存在したのである。ただし、この
ような一体性、共通性に立脚しながらも、
むしろそうした共通性を前提とすることに
よって、両国文化のその後の相違や独自性
を見きわめることがあらためて必要となる
ことは言うまでもない。 
 

２．研究の目的 

1)上記の観点にもとづき、本研究は、実証
的な資料研究に十分な注意をはらいながら、
密接な文化交流の実情をあきらかにするこ
とを目標とした。研究の焦点を明確化する
ために、両国の文学と文化を代表する作家
や現象に当面の調査対象を絞り、それらに
通底・あるいは相互関連する問題点を整理
し、議論するという方法を採ったのである。
言うまでもなく、こうした研究の背景には、
戦後わが国において、イギリス文化とアメ
リカ文化を異なるものとして、どちらかと
言えばアメリカ文化を近代的で新しいタイ
プのものとして、軽々に論じ、またそれぞ
れの専門家にゆだねてきた趨勢を反省し、
ありうべき英米文化の包括的研究を模索す
る意図が込められている。 
 
2)具体的には、まず、後に述べるようなト
ピックを念頭に置きながら、イギリス、ア
メリカ両国の古雑誌を渉猟し、相手国に寄
稿した思想家や文学者の発表作品とそれら
に対する反響を調査し、整理した。次に、
相手国で出版された思想・文学作品をめぐ
る雑誌書評を収集し、本国における書評と
の比較研究をおこなった。その場合、いわ
ゆる有名作品だけではなく、海賊版によっ
て出版された部類の大衆的作品にも十分に
注意を払ってきた。 
 

3)こうした作業を通し本研究では、近代の
「知」の枠組みが形成されるに際して大き

な力をもったいわゆる「英米的」思考の展
開過程を、具体的な出版活動やイヴェント、
人間関係、組織連合といったマテリアルな
側面から実証的に跡づけ、今後の研究の足
がかりとなるような資料体系の構築を目指
したのである。その際にひとつの焦点とな
ったのは、イギリス側がアメリカに対して
持つイメージと、反対にアメリカ側がイギ
リス側に対して持つイメージとの間に奇妙
なねじれが見られたこと、また、双方のお
互いに対する誤解や嫉妬、恐怖、親愛感、
安心感、憧れなどが、それぞれの文化の方
向を形成するに際しても大きな意味を持っ
たことなどであった。従って、こうした要
素について具体的な資料の助けを借りなが
らテーマごとに整理概観することで、そも
そもどのようなことが相互理解において意
味を持ちうるのかといった議論につなげて
きた。 

 

３．研究の方法 

研究目的において述べたように、１８～１
９世紀のあいだ英米両国では、非常に多く
の作家や思想家が国境を越えて両国で著作
を出版し、また雑誌にも寄稿しており、両
国がつねに緊密な文化的構造関係を形成し
ていたことを裏書きする。研究協力者の専
門分野を考え、本研究は次のような分担体
制をとった。 

 

1)大橋（イギリス演劇専攻）――近年、大
橋自身のイニシアチブもあって、学会その
他において大いに注目を集めてきた「文化
学」の理論と、シェイクスピア受容に関す
る歴史的視点を拠り所としつつ、具体的に
シェイクスピア作品がどのような形でアメ
リカのマーケットに訴えていったかを実証
した。文化学については、大橋自身の手に
よって日本語に翻訳されてきたエデワー
ド・サイード『文化と帝国主義（１）～（２）』
『故国喪失についての省察（１）』、テリ
ー・イーグルトン『文学とは何か』、『文
化とは何か』といった著作によって提供さ
れてきた斬新な批判的視点をとりこむこと
で、資料収集の効率をあげた。とくに、ア
メリカの独立直後に急速に人気が高まった
シェイクスピアのアメリカにおける出版と
上演の経過の調査は、アメリカ社会にとっ
てシェイクスピアとはなんだったのかを明
らかにすることにつながった。 

 

2)阿部（英米詩専攻）――詩人ヘンリー・
ワーズワス・ロングフェロー、とりわけロ
ングウェローとアルフレッド・テニソンと
の関係に焦点を当て、書評その他の評価、
海賊版の出版などを調査して、ロングフェ
ローのイギリスにおける位置を明らかにし



 

 

た。テニスン研究の金字塔といわれるクリ
ストファー・リックスによる一連の調査を
ひな形としつつも、テクスト中心主義の陥
りがちな閉塞を大橋的方法の力を借りて乗
り越え、文献学的アプローチに新視点を導
入した。 

 またスピリチュアリズムなどアメリカの
宗教活動のイギリスにおける展開について
は、１９世紀末まで視野をひろげ、マダム・
ブラバツキーのような大衆一般にまで名前
の知られた人物の周辺資料を調査するとと
もに、カンディンスキーやモンドリアンと
いった、従来は高踏的な芸術ジャンルに分
類されてきた作家たちが、いかに大衆的な
ものと密な関係を保っていたかをあらため
て明らかにした。 

 

3)高橋（イギリス小説専攻）――イギリス
において人気が高かったことで知られてい
る小説家ワシントン・アーヴィング、とり
わけアーヴィングを高く評価したウォルタ
ー・スコットとの関係を調査し、分析した。
その際、スコットが居住したエディンバラ
の高級文芸誌『エディンバラ・レビュー』
のアーヴィングに対する評価をも考慮した。 

 高橋はすでにスコットランドの作家ジェ
ームズ・ホッグに関する詳細な研究書を上
梓しているが、そこで展開された方法には、
理論と実証性、およびテクストの精密の読
解をお互いに有機的に関連させるきわめて
バランスのよいアプローチがとられている。
イングランドとスコットランドの間にある
微妙な政治的・地理的関係を、文学者同士
の影響関係などを通して見事に明らかにし
た方法を、今回高橋はイギリスとアメリカ
という、より大きな関係性を扱うに際して
も適用した。 

 

4)平石（アメリカ文学専攻）――従来平石
は精神分析的方法を得意としてきたが、フ
ォークナーをめぐる膨大な資料調査の経験
をふまえて、フォークナー以前の、いわゆ
る感傷小説などを徹底的にマテリアルな側
面から調査する方法にも着手しはじめた。
いわゆる古典作品とは対照的に、広範な読
者層を獲得したこのような大衆性の強い作
品の受容過程の研究は必然的に、書物の出
版事情、流通過程といったファクターへの
目配りを必要としてきた。 

 本研究において平石は、アメリカにおけ
るウォルター・スコットに焦点を当て、書
評その他の評価、海賊版の出版などを調査
し、文学的影響にとどまらず、スコットの
アメリカにおける位置を明らかにした。ま
た、１９世紀の代表的な文芸雑誌だった『リ
タラリー・ワールド』誌におけるイギリス
作家の寄稿、イギリス作品の書評をも調査

し、分析した。 

 

5)柴田（アメリカ文学専攻）――アメリカ
におけるチャールズ・ディケンズ受容に焦
点を当て、書評その他の評価、海賊版の出
版などを調査し、ディケンズのアメリカに
おける位置を明らかにした。またフランク
リンや彼の『自伝』のヨーロッパにおける
活動と評価について、とりわけ彼がアメリ
カ人（ヤンキー）の代表として目されるよ
うになった経緯を調査し、分析した。 

 
４．研究成果 

本研究の成果のひとつの集大成となったの
は代表者の平石貴樹により出版された『ア
メリカ文学史』である。６００頁近い分量
を持つ本書には、本研究において共同研究
者とともに進められた研究の成果がふんだ
んに盛り込まれており、たとえば１８章の
「大衆の時代としての１９３０年代」など
では、推理小説、ハードボイルド小説、ゴ
シック小説などが論じられるに際して、高
橋和久による推理小説に関する調査の結果
や、大橋洋一によるゴシック小説に関する
知見が大いに反映されている。本研究は１
８～１９世紀という時代に焦点をあてるも
のだが、当然ながらこの時代に関する調査
研究は、２０世紀という時代の考察の基礎
ともなるものである。同じことは同書第１
５章の「モダニズムの詩人たち」について
も言える。元々モダニズム研究から出発し
た阿部の１８～１９世紀についての研究は
、モダニズムという時代を数百年にわたる
歴史的な視点から考え直すという本書の考
察にも生かされている。さらに加えて本書
の大きな特色と言えるのは、１８～１９世
紀の英米交流に関する研究という土台を生
かした上で、ポストモダン小説などの一見
過去との決別を宣言したかのような作品に
ついて、「はたしてほんとうにそれは決別な
のか？」という考察が行われているという
ことでもある。このあたりは、柴田がこの
ところ積極的に取り組んでいる英米の枠を
こえた調査研究に追うところが多い。ポス
トモダン文学にも詳しい柴田は、他方でオ
スカー・ワイルド、ジョゼフ・コンラッド
、ジェームズ・ジョイスといった作家に関
する研究を進め、その成果は自身の編集す
る『モンキー・ビジネス』にも一連の翻訳
として発表されているが、『アメリカ文学史
』ではこうした柴田の研究を生かし、それ
と連動する形での考察を行っている。 
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